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●期　間　11月10日（日）～ 25日（月）
●内　容
  【紅葉のライトアップ】
　紅葉まつり開催期間中の午後５時～９時
  【イベント】
  〈11月17日（日）〉  
○餅つき／福原餅つき唄保存会
・時間　午前11時、午後１時
・場所　佐久山小学校
○野点茶会／市内籔内流社中の皆さん
・時間　午前10時～午後２時30分
・場所　御殿山中腹　※先着250名
○雅楽吹奏
　／正浄寺雅楽部・佐久山小学校雅楽クラブ
・時間　午後１時～　・場所　御殿山中腹
○箏曲演奏／国際医療福祉大学箏曲部
・時間　午前10時40分～　・場所　御殿山中腹
○農産物などの直売  〈11月10日（日）～ 25日（月）〉
・時間　午前10時～午後３時

　　佐久山地区活性化協議会　会長　前田　万作
　　　　（２８）００７９

　　久山御殿山紅葉まつり佐

くろばね　　まつり秋
●日　時　11月10日（日）　午前９時～午後４時
●場　所　那珂川河川公園（メイン会場）、黒羽商工
会館（盆栽展）、くらしの館（菊花展）、黒羽体育館
（公民館まつり・文化祭）　
●内　容
 ・ＪＡ、森林組合、商工会など各団体の製品の展
示、即売会など
 ・ミニ上棟式、各種無料配布、バザー、手作り品即売会
 ・黒羽地区公民館まつり、文化祭、児童生徒作品展
 ・菊花展、盆栽展
※イベントの一部は、11月８日（金）から開催

　　芭蕉の里くろばね秋まつり実行委員会
　　（黒羽商工会内）　　　（５４）０５６８
　　大田原市観光協会　　（５４）１１１０

一店　　品お店回りツアー逸
　ガイドの案内により、街歩きをしながら街の歴史
を聞いたり、店主のこだわりの逸品を見たり、味
わったりして、街中の魅力を再発見してみませんか。
●日　時　12月７日（土）　午前11時～午後２時
　　　　　※午後１時から逸品のランチタイム
●集合場所　大田原商工会議所４階
●定　員　10名（申込順）
●参加費　1,000円（当日徴収します）
●申込方法　11月７日（木）～ 22日（金）に下記まで
　　　　　　直接または電話で申し込みください。
※土・日を除く午前８時30分～午後５時

　　  　大田原商工会議所　　（２２）２２７３

地域とふれあいの　   羽矯正展黒
●日　時　11月23日（土・祝）　午前９時～午後３時
●場　所　黒羽刑務所（寒井１４６６‐２）
●内　容
 ・刑務所内見学（最終受付は午後１時30分）
 ・刑務所の現状をパネル展示
※刑務所の有料給食試食会（300食）
 ・体験教室　木工製品、ミニステンド製品、洋裁製
品製作体験（有料）
 ・刑務所作業製品の展示・販売　など　

　　黒羽刑務所作業部門　　　（５４）１１９８

那須特別支援学校　   とく祭な
●日　時　11月16日（土）
　　　　　午前９時30分～午後３時10分
●場　所　栃木県立那須特別支援学校
●内　容　　
①小学部、訪問教育学級の演技発表
②児童生徒・ＰＴＡの作品展示
③中学部の作業実演、製品販売、イベント
④高等部各作業学習班の製品販売
⑤ＰＴＡ、同窓生と親の会バザー
⑥福祉施設などの食品販売

　　栃木県立那須特別支援学校 　（３６）４５７０

そばまつり新
道の駅那須与一の郷  新そばまつり
●日　時　11月23日（土・祝）　午前10時～午後３時
●場　所　道の駅那須与一の郷レストラン「扇亭」
●内　容　そばがきの試食、新そばの販売

　　   道の駅那須与一の郷　　   （２３）８６４１

須賀川 新そばまつり
●日　時　12月１日（日）　午前10時～午後２時
●場　所　旧須賀川小学校
●内　容　そば打ち実演・販売、黒羽茶・棚がけお

米・手作りこんにゃくの試食・販売など
●主　催　須賀川ふるさとづくり協議会

　　　農政課　　３階　　 （２３）８７０８　 
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　この作品は総合文化会館の南西側の駐車場入
り口にある植え込みに設置されています。
　作品の外見は右足を抱えて腰かけている裸婦
像ですが、作者は次のような思いをもって制作
したようです。

　「形にものを言わせ
てはならない。そこに
ある事により新しい空
気をつくり出す。そん
な役目が立体造形にあ
ると思う。ゆったり
と、静謐で、そして力
強い、そんな空気を表
現してみたい。」
　個としての作品では
なく、その場所全体の雰

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

61

豊田　晴彦　日本　　2005年

陽
　　文化振興課　　　（９８）３７６８

よう

囲気を変えるような、場を
一つの作品とみるような考
えから作られたこの作品。
皆さんの目にはどのように
映るでしょうか。　

　作者は兵庫県生まれの豊田晴彦氏。東京芸術大学
大学院彫刻科を修了。二科展で特選やローマ賞など
を受賞歴があり、文化庁現代美術選抜展にも出展し
ました。本シンポジウムに参加後も銀座や日本橋な

どで個展を開催し、今年
度黒羽地区で開催され
た大田原市街かど美術
館ぶらりぶらり美術散
歩イン黒羽にも作家と
して招聘されるなど、今
もなお精力的に活動を
されています。

とよ     だ　　　    はる  ひこ

豊田　晴彦　氏豊田　晴彦　氏
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仮庁舎Ａ棟

仮庁舎Ｂ棟

東別館

文化会館

本庁舎

南別館
★

しょうへい
せい    ひつ

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
30
回
〉

○ 

下
野
国
那
須
庄
内
与
一
郎
知
行
帳

し
も
つ
け
の
く
に　     

な　

す
の
し
ょ
う
な
い　

  

よ
い
ち
ろ
う         

ち
ぎ
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

ち
ょ
う

下野国那須庄内与一郎知行帳
（那須家所蔵・当館寄託）

（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

一
、
五
拾
四
石
壱
斗
七
升

一
、
弐
百
六
拾
九
石
七
斗
二
升

一
、
百
七
拾
八
石
壱
斗
六
升

一
、
七
拾
九
石
弐
斗
五
升

一
、
四
百
五
拾
五
石
八
斗

一
、
卅
九
石
三
斗
四
升

一
、
弐
百
四
拾
五
石
壱
斗
九
升

ゆ
ひ

東

と
よ
と
み
ひ
で
よ
し

一
、
九
拾
壱
石
弐
斗
一
升　
　
　

く
つ
か
け

一
、
百
四
拾
壱
石
四
斗
四
升　
　

大
あ
ら
ま

一
、
七
拾
石
八
斗
壱
升　
　
　
　

東
こ
う
や

一
、
弐
拾
九
石
八
斗
六
升　
　
　

下
あ
つ
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
さ
き　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
あ
つ
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
あ
な
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
む
ら

一
、
五
拾
石
弐
斗　
　
　
　
　
　

上
あ
な
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
わ
た
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き
川

一
、
弐
百
七
拾
九
石
四
斗
五
升　

ゆ
く
う

一
、
四
百
五
拾
壱
石
六
斗　
　
　

杉
山
之
内

一
、
三
百
九
拾
石
壱
斗
七
升　
　

た
き
村

一
、
百
弐
拾
三
石
七
升　
　
　
　

同

一
、
七
百
九
拾
弐
石
九
斗　
　
　

ゆ
つ
か
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
正
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
い
た
う

一
、
百
七
拾
九
石
八
升　
　
　
　

山
田

　
　
　
　

合
五
千
石

　
　

天
正
十
九
年
五
月
六
日　

㊞

墨
付
四
枚
、
但
上
紙
共
ニ　

那
須
与
一
郎
と
の
へ

　
　

那
須
与
一 

伝
承
館　
　

（
２
０
）０
２
２
０

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資

料
の
中
か
ら
下
野
国
那
須
庄
内
与
一
郎
知
行

帳
を
紹
介
し
ま
す
。
本
品
は
、
天
正
十
九
年

(

一
五
九
一)

五
月
六
日
に
豊
臣
秀
吉(

一
五
三

七
〜
九
八)

が
那
須
与
一
郎(
資
景
、
一
五
八

六
〜
一
六
五
六)

に
宛
て
た
朱
印
帳
で
す
。

　

こ
れ
よ
り
先
の
四
月
二
十
三
日
付
で
那
須

郡
内
に
お
い
て
資
景
に
五
〇
〇
〇
石
を
与
え

る
朱
印
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、
本
帳
は
そ
の

目
録
に
あ
た
り
ま
す
。

　

目
録
に
は
、
こ
う
の
す(

鴻
巣)

・
ゆ
つ
か

ミ(

湯
津
上)

・
す
さ
き(

須
佐
木)

・
さ
ら
と

(

佐
良
土)

な
ど
の
地
名
が
見
え
て
お
り
、
現

在
の
大
田
原
市
域
を
中
心
と
す
る
土
地
が
資

景
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現

在
、
本
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
下
野
国
那
須
庄
内
与
一
郎
知
行
帳

「　

天
正
十
九
年
五
月
六
日

　
　

下
野
国
那
須
庄
内
与
一
郎
知
行
帳　
　

」

　
　
　

知
行
方
目
録

一
、
六
拾
五
石
五
斗　
　
　
　

下
さ
く
ら
井

一
、
百
壱
石
九
斗
五
升　
　
　
　

三
本
木

一
、
百
弐
拾
三
石
二
斗
三
升　
　

こ
う
の
す

一
、
七
拾
四
石
九
斗
四
升　
　

い
ち
の
澤
た
き

一
、
弐
百
弐
拾
石
壱
斗
五
升　
　

市
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
へ
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
い
そ

一
、
拾
三
石
五
斗　
　
　
　
　

ぬ
ま
の
た
わ

一
、
弐
百
七
拾
八
石
五
升　
　
　

同

一
、
百
八
石
一
斗
四
升　
　
　

孫
六
こ
う
や

(

表
紙)

(

第
二
紙)

(

資
景)

  

な　

  

す
の　

よ
い
ち
ろ
う　
　
　

す
け
か
げ

し
ゅ
い
ん
ち
ょ
う

(

第
三
紙)

(

第
四
紙)


	P30
	P31

